
８月９日午前10時40分頃、岐阜羽島～米原間を走行中の「のぞみ155号」の配電盤か

ら煙が出ているのを車内販売担当が気づき、非常ブザーを扱い緊急停止したことが新

聞で報じられました。また、この事故で、当該列車は現地に約20分停車後、米原で運

転を打ち切り、約1000人の乗客が後続列車に乗り換えるなどしたため、11本の列車に

遅れが発生し1万1000人に影響したと報じています。

夏季輸送最中の重大事故であり、乗客に多大な迷惑をかけたことから、事故詳細、

原因・対策を早急に解明するために、労働組合と協議すると共に、すべての社員に情

報を開示すべきです。ＪＲ東海労は、直ちに会社に申し入れを行いました。

ＪＲ東海労ニュース
のぞみ１５５号緊急停止！
岐阜羽島～米原走行中・配電盤から発煙！

事故詳細と原因・対策を労働組合に開示せよ！

№１４５０
２０１０年 ８月１０日

ＪＲ東海労働組合

東
京
新
聞

８
月
９
日
夕
刊

『緊急申し入れ』を提出！


